
創
政
会
　
　
　
金
江
　
大
志

法
改
正
に
伴
う
農
地
直
売
所
な

ど
の
生
産
緑
地
の
活
用
事
例
は

創
政
会
　
　
　
石
井
　
麻
理
　

ご
み
減
量
化
の
た
め
リ
フ
ュ
ー

ズ
を
加
え
た
４
Ｒ
の
推
進
を

日
本
共
産
党
　
松
本
　
春
男

国
の
求
め
る
レ
ベ
ル
で
学
校
の

校
則
や
お
約
束
の
見
直
し
を

公
明
党
　
　
　
三
谷
　
小
鶴

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
本
市
独
自
の
支
援
を

創
政
会
　
　
　
武
藤
　
俊
宏

長
期
的
に
道
路
の
安
全
を
管
理

し
て
い
く
た
め
の
対
応
策
は

●
脱
炭
素
に
お
け
る
ご
み
の
削
減

に
つ
い
て

Ｑ　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
に
は
、
ご
み

問
題
の
対
策
は
必
須
で
あ
る
。
本

市
で
は
、
ご
み
を
減
ら
す
「
リ
デ

ュ
ー
ス
」、
繰
り
返
し
使
う
「
リ

ユ
ー
ス
」、
再
資
源
化
す
る
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
の
３
Ｒ
を
推
進
し
て

い
る
が
、
購
入
時
に
必
要
な
い
も

の
の
受
け
取
り
を
断
る
と
い
う
意

味
の
「
リ
フ
ュ
ー
ズ
」
を
加
え
た

４
Ｒ
を
推
進
し
な
い
か
。

Ａ　

本
市
と
海
老
名
市
、
座
間

市
、
高
座
清
掃
施
設
組
合
で
策
定

し
た
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
３
Ｒ
を
推
進
し
て

い
る
。「
リ
フ
ュ
ー
ズ
」
を
加
え

た
４
Ｒ
は
、
印
象
的
で
効
果
的
な

啓
発
と
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
る

た
め
、
高
座
清
掃
施
設
組
合
で
集

ま
る
会
議
な
ど
の
機
会
を
捉
え
、

提
案
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
学
校
給
食
に
つ
い
て

Ｑ　

学
校
給
食
に
お
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
免
疫
力
を
上
げ
、
腸
内

環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
発
酵
食

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
補
因
子

で
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
、
不
足
し
て

い
る
と
、
う
つ
や
低
体
温
、
免
疫

力
低
下
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
、
献
立
を
作
成
す
る
際
に
配
慮

し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　

家
庭
で
摂
取
し
づ
ら
い
栄

養
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
類
、
食

物
繊
維
を
給
食
で
補
え
る
よ
う
、

栄
養
士
が
海
藻
や
乳
製
品
、
野
菜

を
積
極
的
に
使
用
し
、
ミ
ネ
ラ
ル

を
考
慮
し
た
献
立
と
し
て
い
る
。

●
道
路
・
河
川
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

Ｑ　

経
年
劣
化
に
よ
る
道
路
の

傷
み
や
、
路
面
の
へ
こ
み
な
ど
不

具
合
を
市
民
か
ら
聞
い
て
い
る
。

長
期
的
な
道
路
施
設
の
安
全
管
理

を
し
て
い
く
た
め
の
対
応
策
は
。

Ａ　

路
線
の
重
要
度
に
応
じ
て

優
先
順
位
を
決
め
、
予
算
内
で
計

画
的
に
補
修
を
進
め
、
効
率
的
な

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
、
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
道

路
環
境
の
向
上
に
努
め
る
。

Ｑ　

準
用
河
川
比
留
川
の
河
床

整
備
の
計
画
は
あ
る
か
。
ま
た
、

新
幹
線
下
分
水
路
の
矢
板
撤
去
を

含
め
た
今
後
の
対
応
計
画
は
。

Ａ　

引
地
川
、
蓼
川
で
の
県
の

整
備
が
完
了
し
、
合
流
点
の
河
床

が
下
が
っ
た
後
、
河
床
整
備
工
事

を
行
い
た
い
。
ま
た
、
矢
板
は
整

備
状
況
を
見
て
、
撤
去
し
た
い
。

●
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支

援
・
取
組
に
つ
い
て

Ｑ　

中
長
期
的
な
視
点
を
持
っ

て
、
校
内
で
一
貫
し
た
支
援
を
す

る
た
め
に
、児
童
･
生
徒
理
解
･
支

援
シ
ー
ト
の
活
用
が
必
要
で
は
。

Ａ　

シ
ー
ト
の
活
用
は
、
保
護

者
の
理
解
を
得
る
難
し
さ
が
あ
る

た
め
、
有
用
性
や
、
効
果
的
な
引

き
継
ぎ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

教
育
支
援
教
室
へ
積
極
的

に
通
学
し
た
く
な
る
自
然
と
調
和

し
た
施
設
の
充
実
が
必
要
で
は
。

Ａ　

現
在
の
教
育
支
援
教
室
は

自
然
豊
か
な
環
境
な
ど
、
立
地
に

複
数
の
利
点
が
あ
る
。
温
か
い
支

援
の
場
と
な
る
よ
う
、
教
育
環
境

の
整
備
、
充
実
に
努
め
て
い
く
。

●
学
校
の
校
則
や
お
約
束
を
時
代

に
合
わ
せ
な
い
か

Ｑ　

国
の
通
知
は
、
校
則
が
児

童
・
生
徒
の
実
情
を
踏
ま
え
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
の
積
極
的
な

見
直
し
を
求
め
て
い
る
が
、市
は
、

国
が
求
め
て
い
る
取
組
事
例
の
レ

ベ
ル
で
見
直
し
を
し
て
い
る
か
。

Ａ　

事
例
の
よ
う
な
校
則
に
特

化
し
た
実
態
調
査
な
ど
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
各
学
校
で
は
、
面
談

な
ど
で
出
た
保
護
者
か
ら
の
意
見

を
持
ち
寄
り
、
年
度
初
め
に
職
員

会
議
な
ど
で
見
直
し
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

座
間
市
が
中
学
校
の
制
服

を
統
一
す
る
が
、
市
の
認
識
は
。

Ａ　

令
和
５
年
度
よ
り
、
ブ
レ

ザ
ー
型
の
標
準
服
に
統
一
す
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
る
。

Ｑ　

制
服
を
統
一
し
、
安
価
な

標
準
服
に
す
る
議
論
を
し
て
は
。

Ａ　

価
格
も
含
め
、
見
直
し
を

行
っ
た
ば
か
り
の
中
学
校
が
ほ
と

ん
ど
の
た
め
、
現
在
、
考
え
て
い

な
い
が
、次
回
の
見
直
し
の
際
は
、

議
論
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
保
育
園
の
待
機
児
解
消
に
つ
い
て

Ｑ　

待
機
児
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
は
。

Ａ　

小
規
模
保
育
施
設
の
整
備

や
定
員
拡
大
に
対
す
る
補
助
金
の

創
設
な
ど
を
進
め
、
令
和
４
年
度

は
３
年
度
か
ら
９
人
減
少
し
た
。

Ｑ　

国
の
基
準
に
よ
る
保
育
園

の
待
機
児
数
は
６
人
と
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
に
保
育
園
へ
の
入
所

を
待
っ
て
い
る
、
保
留
児
童
の
人

数
は
。

Ａ　

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在

の
保
留
児
童
数
は
62
人
で
あ
る
。

●
特
定
生
産
緑
地
に
つ
い
て

Ｑ　

生
産
緑
地
法
の
改
正
に
伴

い
、
建
築
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
農
作
物
の
直
売
所
や

農
地
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
生
産
緑

地
は
柔
軟
で
、
多
様
な
使
い
方
が

可
能
と
な
っ
た
。
何
か
施
設
を
設

置
し
た
地
区
は
あ
る
か
。

Ａ　

平
成
29
年
の
法
改
正
に
よ

り
、
許
可
を
受
け
れ
ば
、
地
元
の

農
作
物
を
用
い
た
直
売
所
や
農
地

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
実
績
と
し

て
は
、
現
在
、
こ
の
よ
う
な
施
設

を
設
置
し
た
地
区
は
な
い
。

Ｑ　

都
市
農
地
の
賃
借
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
賃
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
貸
し
出
し
が
し
や

す
く
な
っ
た
。
こ
の
法
律
を
活
用

し
た
地
区
は
あ
る
か
。

Ａ　

平
成
30
年
10
月
に
企
業
が

所
有
者
か
ら
借
り
入
れ
、
市
民
農

園
と
し
て
活
用
し
た
生
産
緑
地
地

区
が
１
地
区
あ
っ
た
が
、
令
和
２

年
12
月
に
廃
止
し
て
い
る
。

Ｑ　

生
産
緑
地
を
使
う
こ
と

で
、
施
設
や
店
舗
な
ど
の
賃
借
料

を
抑
え
な
が
ら
新
規
参
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
農
業
希
望
者
や
企

業
な
ど
と
、
生
産
緑
地
の
権
利
者

を
つ
な
げ
ら
れ
る
賃
借
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
を
行
わ
な
い
か
。

Ａ　

今
後
、
農
地
の
保
全
、
継

続
性
や
農
業
振
興
に
資
す
る
活
用

を
考
え
る
上
で
、
賃
借
を
希
望
す

る
方
の
ニ
ー
ズ
や
考
え
方
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
担
当
課
と
連
携
し
、

生
産
緑
地
に
関
す
る
周
知
や
相
談

体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て

Ｑ　

市
民
か
ら
、
原
油
や
物
価

高
騰
に
よ
る
生
活
に
対
す
る
不
安

な
声
を
耳
に
す
る
。
国
は
交
付
金

を
拡
充
し
、
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
応
分
を
創
設
し
た
が
、
本
市

独
自
の
給
食
費
な
ど
の
生
活
支
援

や
事
業
者
支
援
を
行
わ
な
い
か
。

Ａ　

交
付
金
は
各
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
取
り
組
み
に
活
用
で
き

る
た
め
、
低
所
得
の
子
育
て
支
援

世
帯
や
事
業
者
な
ど
へ
の
物
価
原

材
料
価
格
等
高
騰
分
の
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
、活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

●
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

Ｑ　

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
出
産
後
の
母
親
と
乳
児
を
対

象
に
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
支
援
対
象

期
間
の
延
長
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　

現
在
、
出
生
後
４
か
月
ま

で
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
国
が
示
し
た
利
用
期
間
と
同

様
に
１
年
ま
で
延
長
す
る
。

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て

Ｑ　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
対
象
者
や
、
接
種
機
会
を
逃

し
た
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対

象
者
へ
の
情
報
提
供
や
周
知
は
。

Ａ　

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に

も
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
の
３
年

間
、
無
償
で
接
種
で
き
る
こ
と
や

定
期
接
種
対
象
者
も
含
め
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
判
断
に
必
要
な
有
効

性
、
安
全
性
、
副
反
応
な
ど
の
的

確
な
情
報
提
供
や
周
知
を
行
う
。

６ 月２２日、「菜速あやせコーン」の販売会が開催されました＜市役所中庭
にて＞

市公認キャラクター
「ブタッコリ～」

令和 4年（2022年） 8 月 第196号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 4）


